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米沢市避難者イベント　スマイル第9弾

　

７
月
９
日
（
木
）
に
米
沢
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
主
催
に
よ
り
、
飯
豊
町
の
『
い
い
で

ど
ん
で
ん
平
ゆ
り
園
』
に
て
ス
マ
イ
ル
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
、17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

梅
雨
の
時
期
で
し
た
が
、
心
地
よ
い
風
を
感

じ
る
絶
好
の
散
策
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

園
内
に
入
る
と
、
数
十
種
約
50
万
本
の
色

鮮
や
か
な
ユ
リ
が
一
斉
に
出
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
ユ
リ
の
最
盛
期
、
ま
さ
に

見
ご
ろ
で
し
た
。
記
念
撮
影
を
し
、
集
合
時

間
を
確
認
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
約
７
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
東
京
ド
ー
ム
約
４
個
分
）
あ
る

園
内
を
、
ユ
リ
の
香
り
に
包
ま
れ
な
が
ら
思

い
思
い
に
散
策
し
ま
し
た
。

　

多
彩
な
品
種
が
楽
し
め
る
園
内
に
は
、
黄

色
が
鮮
や
か
な
「
イ
エ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
」、
純
白
の
「
ア
ル
カ
チ
オ
ン
」
が
咲
き

誇
り
、
背
丈
が
低
く
可
愛
ら
し
い
「
ヒ
メ
サ

ユ
リ
」
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お

し
ゃ
べ
り
や
撮
影
を
楽
し
み
つ
つ
、
お
よ
そ

一
時
間
た
っ
ぷ
り
と
散
策
を
し
ま
し
た
。

避
難
し
て
か
ら
毎
年
訪
れ
、
５
回
目
の
来
園

だ
と
い
う
参
加
者
の
方
は
、「
震
災
の
年
は

花
を
楽
し
む
余
裕
も
な
く
、
色
も
目
に
入
ら

な
か
っ
た
。
今
は
心
に
余
裕
も
生
ま
れ
、
今

日
は
グ
ッ
と
ユ
リ
の
美
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

な
に
よ
り
最
高
の
見
ご
ろ
で
す
ね
。」
と
う

れ
し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
ご
り
を
惜
し
み
つ
つ
、
一
行
は
『
め
ざ

み
の
里
』
へ
バ
ス
で
移
動
。
お
い
し
い
昼
食

を
食
べ
な
が
ら
、
交
流
を
は
か
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は「
み
ご
と
な
ユ
リ
だ
っ
た
！
」

「
ま
た
こ
の
時
期
に
来
た
い
！
」
と
う
れ
し

い
声
が
た
く
さ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

次
回
イ
ベ
ン
ト
は
現
在
企
画
中
で
す
。
決

ま
り
次
第
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に

お
待
ち
く
だ
さ
い
！
（
結
城
）

しっとり散策、今が見ごろ！～どんでん平ゆり園～

[ お問合せ ]

米沢市社会福祉協議会  生活支援相談員まで

電話：0238-24-7881（平日8：30～ 17：30）

メール：honobono-eshakyo@tiara.ocn.ne.jp

レポート　相馬野馬追 に行ってきました！

　７月 25 日、相馬中村神社にて出陣の儀式が厳かに行われ、野馬追がスター

トしました。出陣の盃をあげ、陣螺と太鼓の鳴り響くなか宇田郷騎馬は御鳳

輦と総大将をお擁して小雨降る相馬市街地を行列。復興を願う市民の力で今

年も伝統ある祭りが実現しました。

　野馬追で幕を開ける相馬の夏。勇壮な騎馬武者に、沿道から熱い声援が送

られていました。

　朝５時起きして山形から駆けつけた甲斐があったと、しみじみ感動しなが

ら行列を見学しました。

　見物の後のアイスコーヒーも最高でした。（南相馬市→山形市　避難者 S）
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From山形

や
ま
が
た
・
ふ
く
し
ま
少
年
少
女
交
流
事
業
「
島
の
体
験
」

　

や
ま
が
た
・
ふ
く
し
ま
少
年
少
女
交
流
事

業
は
、
震
災
の
影
響
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
制

限
を
受
け
て
生
活
し
て
い
る
福
島
県
在
住
の

小
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
山
形
の
自
然
の
中

で
の
び
の
び
と
活
動
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
思
い
で
実
施
さ
れ
る
事
業
で
す
。

　

今
回
の
「
島
の
体
験
」
は
７
月
３
日(

金)

～
７
月
５
日(

日)

の
日
程
で
開
催
し
、
福

島
の
児
童
生
徒
22
名
、
山
形
の
児
童
生
徒
16

名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
両
県
の
児

童
・
生
徒
は
７
月
４
日(

土)

朝
に
酒
田
海

洋
セ
ン
タ
ー
で
初
め
て
対
面
し
、
高
校
生
９

名
、
一
般
２
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と

一
緒
に
本
県
唯
一
の
離
島
「
飛
島
」
に
船
で

渡
り
ま
し
た
。
船
酔
い
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、

全
員
無
事
に
到
着
し
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
自

然
や
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
の
島
内
散
策
や
海
岸

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
海
水
浴
・
磯
遊
び
を
楽
し

ん
だ
後
の
夕
飯
は
「
飛
島
風
シ
ー
フ
ー
ド
カ
レ
ー
」

で
し
た
が
、
ど
の
班
も
美
味
し
く
で
き
ま
し
た
。

　

夕
飯
後
は
地
元
の
先
生
か
ら
「
こ
ど
も
飛
島
学

講
座
」
と
し
て
、
島
の
歴
史
や
魅
力
、
昔
話
な
ど

大
変
興
味
深
く
そ
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
お
話
を
聞
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
夜
は
小
中
学
校
体
育
館
で

参
加
者
全
員
が
寝
袋
に
く
る
ま
っ
て
ビ
バ
ー
ク
泊

を
行
い
、
翌
日
は
ウ
ミ
ネ
コ
へ
の
餌
付
け
や
洞
窟

「
テ
キ
穴
」の
見
学
を
し
ま
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
、

出
会
っ
た
仲
間
た
ち
と
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
楽

し
い
「
島
の
体
験
」
に
な
り
ま
し
た
。

(

海
浜
自
然
の
家　

東
海
林)

From山形

の
ど
自
慢
大
会
！
　
in
　
置
賜

　

７
月
26
日
（
日
）
に
山
形
県
南
陽

市
に
あ
る
ス
ナ
ッ
ク
エ
ル
ベ
に
て
、

福
島
県
よ
り
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
『
カ
ラ
オ
ケ
交

流
会
in
置
賜
』
と
題
し
て
、
交
流
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
参
加
無
料
の
交
流
会
で
は

な
く
、
１
人
５
０
０
円
の
参
加
費
を

い
た
だ
く
企
画
で
あ
っ
た
為
、
参
加

さ
れ
る
方
が
少
な
い
の
で
は
、
と
心

配
し
て
い
ま
し
た
が
、
約
20
名
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
人
１
品
持
ち
寄
り
を
歓

迎
と
し
た
会
に
し
、
き
ゅ
う
り
の
漬

物
、
ジ
ュ
ー
ス
等
の
差
し
入
れ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
に
は
福
島
で
有
名
な

ア
イ
ス
を
わ
ざ
わ
ざ
取
り
寄
せ
て
く
だ

さ
る
方
も
お
り
、
故
郷
を
懐
か
し
む
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会

と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
の

歌
を
披
露
さ
れ
、
笑
い
あ
り
、
合
い
の

手
あ
り
の
一
時
で
し
た
。

　

終
わ
り
際
、
全
員
が
率
先
し
て
片
付

け
を
し
て
い
た
だ
き
、
運
営
者
や
参
加

者
の
垣
根
を
越
え
て
、
１
人
１
人
が
会

を
作
り
上
げ
た
よ
う
に
感
じ
た
１
日
で

し
た
。
最
後
に
、
交
流
会
が
滞
り
な
く

進
む
よ
う
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
浪
江
町
役
場
山
形
駐
在　

渡
邊
）



カウンセリング・ ルーム　メール相談： ryokusuinomori@yahoo.co.jp
　 

しあわせココロのつくりかた（36）

　　　　カウンセラー・スピリチュアルケアアドバイザー 志 村 友 理

　怒りの感情、 どのように扱っていますか？

　ついついカッとなって、 感情のままに声を荒げて怒ってしまい、 自己嫌悪に陥る方がいま

す。 その逆に、 怒りの感情を引きずり、 場合によっては、 一生に渡り、 怒りの対象者を許せ

ないということもあります。

　どちらの状況も、 自分の心を苛み、 苦しめていることに変わりありませんね。 怒りの感情

をコントロールすること（ アンガーマネジメント） は、 すべての人の人生に於いて、 とても

重要な課題と言えるでしょう。

　怒りを抑えるためにはどうしたらいいのか、 ここですべてを語ることは難しいので、 まず、

一番重要なことをお伝えしておきますね。

　それは 『許す』 ということです。 許すことは、 慈しみと愛を生む行為です。 その先に、

自らのしあわせが必ず見つかります。 　　　　　　　　　　　　　　～次号に続きます～
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みんなの声

「みんなの声」につぶやきを送ろう

h t tp : / / k i zuna .yamaga ta1 . j p /
modules/ccenter/?form=2

　友人もできてうれしい反面、地元が恋し

くなる時は体調を崩した時ですねぇ､､､      

（福島市→米沢市　30代女性）

　3.11は車の中で一夜、12日から南相馬

体育館３日、梁川高校体育館３夜、埼玉県に

16日、4月5日山形に世話になり４年4か

月になります。皆様によくしてもらっていま

すが、家族が相馬に行く事になり新築をした

ので9月に私達もついて行きます。10キロ

以内（4.5マイクロ）なので、家には帰るこ

とが出来ません。

（浪江町井出→南陽市　70代女性）

　避難生活を始めて４年数ヶ月が経ち、ま

わりの方達は福島に帰っていきました。

だんだん、地元（福島）に戻ってこい。が

強くなってきている気がして、不安になり

ます。

”うぇるかむ”を読むと、私と同じ気持ち

の人はいるんだ。と落ちつきます。どうか、

やめないでください。

（福島市→寒河江市　30代女性）

　現実を見つめる目が確かでないと、動

揺し、平静を失うのではないでしょうか。

長いスタンスで、無理のない一歩を進む

べきだと思えるようになりました。この

頃やっと ､､､

（南相馬市→南陽市　50代女性）

　ネットで福島避難者に対する心無い書き

込みをみると心が不安定になります。

うちは仕事もして地道に頑張ってやってい

るけど、書き込みのような目で見る人もいる

のかと思うと怖いです。

正直、生きづらさを感じています。ずっとこ

の先背負い続けるのでしょうか､､､。

（鶴岡市在住）

スマホや携帯で
ＱＲコードを
読み取ってね



Ｑ 

震
災
前
・
震
災
時
は
ど
こ
で
過
ご
し
て
い

　

ま
し
た
か
？

　

秋
田
県
か
ら
飯
舘
村
に
移
住
後
、
２
０
１
０
年

か
ら
飯
舘
村
の
「
も
り
の
駅
ま
ご
こ
ろ
」
で
米
粉

パ
ン
を
作
り
、
販
売
し
て
い
ま
し
た
。
原
発
事
故

が
起
き
た
時
、
飯
舘
村
は
避
難
区
域
に
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
（
４
月
に
避
難
指
示
が
出
た
）
、
当
時

子
ど
も
が
１
歳
と
３
歳
と
小
さ
か
っ
た
の
で
、
１

週
間
ほ
ど
避
難
す
る
つ
も
り
で
、
父
・
母
・
子
ど

も
２
人
、
う
さ
ぎ
と
猫
も
連
れ
て
自
家
用
車
で
秋

田
に
向
か
い
ま
し
た
。
そ
の
途
中
、
山
形
県
新
庄

市
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
ガ
ソ
リ
ン
が
底
を
つ
い
て

し
ま
い
、
新
庄
市
内
の
避
難
所
で
２
か
月
間
を
過

ご
し
、
そ
の
ま
ま
新
庄
の
市
営
住
宅
に
移
り
ま
し

た
。

うぇるかむ　第６４号　平成 27 年 (2015 年 ) ８月１９日発行

Special Interview

大石田町　

米粉パンのお店　「あおいそら」

鮎川　ゆき　さん

あゆかわ

＜米粉パンのお店　あおいそら ＞
〒 999-4121　山形県北村山郡大石田町横山 748

電話・FAX　0237-53-6251

営業時間　9:30 ～ 16:00　　定休日　月曜日、木曜日

　

避
難
後
、
新
庄
市
内
の
お
店
で
パ
ン
作
り
を
再

開
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
の
為
に
避
難
を
し
て
き

た
の
に
、
家
に
い
る
時
間
も
、
子
ど
も
と
過
ご
す

時
間
も
少
な
く
、
自
分
の
中
に
葛
藤
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
や
っ
ぱ
り
自
分
の
お
店
を
持
ち
た
い

と
考
え
て
い
た
時
に
、
大
石
田
町
に
ち
ょ
う
ど
い

い
中
古
物
件
を
見
つ
け
、
家
の
一
部
を
新
し
い
お

店
に
改
装
し
て
、
２
０
１
５
年
６
月
13
日
に
オ
ー

プ
ン
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
店
の
名
前
は
子
ど
も
の
名
前
（
葵
（
あ
お
い
）

君
、
春
空
（
は
る
）
君
）
か
ら
一
字
ず
つ
と
っ
て
「
あ

お
い
そ
ら
」
と
つ
け
ま
し
た
。
家
の
一
部
を
お
店

Ｑ 

お
店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

米
粉
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
欲
し
い
と
い

う
想
い
で
、
毎
日
食
卓
に
の
ぼ
る
米
粉
パ
ン
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
父
が
育
て
て
い
る
飯
舘
村

の
「
い
い
た
て
雪
っ
娘
」
と
い
う
品
種
の
か
ぼ

ち
ゃ
を
使
っ
た
パ
ン
や
、
ク
リ
ー
ム
パ
ン
、
米

粉
で
は
珍
し
い
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
も
お
す
す
め
で

す
。

　

大
石
田
町
の
人
は
本
当
に
あ
っ
た
か
く
て
、

お
店
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
き
も
お
祝
を
し
て
く

れ
た
り
、
一
緒
に
宣
伝
し
て
く
れ
た
り
、
本
当

に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
い
町
だ
か
ら
人

と
人
の
関
係
が
近
く
、
そ
の
中
で
子
ど
も
が
伸

び
伸
び
と
、
子
ど
も
ら
し
く
成
長
し
て
い
て
、

嬉
し
い
で
す
。

Ｑ 

お
店
を
は
じ
め
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

　

私
も
当
初
は
一
週
間
の
避
難
の
つ
も
り
で
山
形

に
来
た
の
で
、
ず
っ
と
ど
こ
か
飯
舘
村
に
対
し
て

後
ろ
髪
引
か
れ
る
よ
う
な
想
い
は
あ
り
ま
し
た
。

住
む
場
所
を
決
め
る
ま
で
は
本
当
に
難
し
い
と
思

う
け
ど
、
私
の
場
合
は
拠
点
を
一
つ
決
め
た
ら
、

後
は
自
然
と
回
り
始
め
た
感
じ
で
す
。

　

子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
た
時
に
、
「
た
だ
い
ま
」

と
戻
れ
る
『
実
家
』
を
作
り
た
か
っ
た
し
、
ど
こ

で
あ
っ
て
も
、
「
自
分
た
ち
が
笑
っ
て
い
ら
れ
る
場

所
」
が
『
実
家
』
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。
子
ど
も
達
に
は
「
今
日
と
い
う
日
は
今
日

し
か
な
い
か
ら
、
毎
日
を
大
切
に
生
き
な
さ
い
。
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
後
悔
が
少
な
く
な

る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
を
大
切
に
生
き
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

避
難
し
て
い
る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
し
た
の
で
、「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
「
お

か
え
り
な
さ
い
」
が
す
ぐ
言
え
る
し
、
子
ど
も

の
具
合
が
悪
く
て
も
、
近
く
で
面
倒
を
見
て
あ

げ
ら
れ
る
の
で
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。



情報交換、おしゃべり、相談 etc... 山形県内の交流会
市町村 交流会名 開催日時 会場・お問い合わせ
酒田市 避難ママのお茶会 月 1 回　月曜日

10:00 ～ 12:00 [ 会場 ]　酒田市社会福祉協議会　
住所：酒田市新橋 2-1-19
[ お問合せ先 ]　酒田市社会福祉協議会　
電話：0234-23-5765

（生活支援相談員 池田・泉）

こんにちわサロン 第 3 火曜日
13:00 ～ 15:00

手芸の会 月 2 回　木曜日
10:00 ～ 12:00

鶴岡市 避難者交流サロン
「編み物教室」

金曜日　
9:30 ～ 11:30

[ 会場 ]　鶴岡市雇用促進住宅　宝田集会所
[ お問合せ先 ]　鶴岡市社会福祉協議会　
電話：0235-24-0053（生活支援相談員　佐藤）

庄　内　版

次号は置賜地域をご紹介します

初心者のための『テコンドー教室』生徒募集中！
テコンドーは多彩で華麗な足技が豊富な武道です。『ダイエッ
トしたい！』『運動不足を解消したい！』『黒帯をめざしたい！』
など、小学生からお年寄りまで楽しめます。みなさんも気軽に
始めてみませんか！
◇曜日：毎週水曜日　19:00 ～ 20:30
◇場所：山形市総合スポーツセンター　武道場
◇対象：小３～何歳でも
◇月謝：一般 4,000 円 (2 人目 2,000 円、3 人目～ 1,000 円 )
　　避難者の方 3,000 円 (2 人目 1,500 円、3 人目～　500 円 )
※今ならもれなく『道着』進呈！ (1 年以上継続予定の方 )
　講師：外川茂宣 ( 全日本テコンドー連盟理事 )

［お申込み・お問合せ先］
山形県テコンドー協会  070-5657-1449( 担当：佐藤 )

「食べものを安全に」ミネラル不足と放射能汚染
食品と暮らしの安全基金　小若順一　氏　山形講演会
◇日時：9月 26日（土）13:30 ～
◇会場：山形ビックウイング　会議室 401 号室

（〒 990-0076 山形市平久保 100 番地　TEL 023-635-3100）
13:30 ～　開会の挨拶
13:40 ～ 15:00　「食べ物を安全に」ミネラル不足と放射能汚染　
15:30 ～ 16:00　質疑応答
◇定員：50 名　◇資料代：300 円

［お申込み・お問合せ先］
TEL 023-654-1091（平日 9:00 ～ 17:30）
メール：zenyuren@zyr.co.jp
主催：全国有機農法連合会　
協賛：生活クラブやまがた生活協同組合

借金に関する無料法律相談会
返しきれない借金のことでお悩みの方はいませんか？ 
弁護士による法律相談会を開催します。
一人で悩まず、お気軽にお電話下さい。
 ＜相談無料・秘密厳守＞ 
・返しきれない借金や生活資金不足により返済困難な方
・震災により避難されている方、どなたでも

◇日時：9月28日 (月 )～29日 (火 )　13：30 ～ 16：30 
◇会場：東北財務局山形財務事務所

（山形市緑町２－１５－３ 山形工業高校東隣り／無料駐車場有）
◇事前相談期限：9 月 25 日（金）15：00 まで

【完全予約制】相談員による事前相談（電話可）が必要です。法
律相談は 1 日 3 名様限定。当日のご来所が困難な方、土曜・日曜・
夜間をご希望の方はお申し出下さい。 

［お申込み・お問合せ先］
東北財務局　山形財務事務所理財課
TEL：023-641-5201（相談専用）／ 023-641-5178（理財課）
相談受付時間：月～金（祝日除く）   
8：30 ～ 12:00、13:00 ～ 16：30 （原則として）
※電話相談は随時受付しています。相談会へお越しいただけな
い方は常設窓口へお電話下さい。

庄内エリアの避難者のみなさまへ
原子力損害賠償に関する相談会のご案内
原発事故により被害を受けられた全ての方がご相談可能です。
損害賠償請求における最新情報のご提供や ADR の申立て方法に
関して詳しくご説明いたします！
庄内エリアでの開催は、最終回となります。
是非ご参加ください！

◇日時：9月 5日（土）
◇場所：鶴岡市総合保健福祉センターにこ♡ふる小会議室
◆第１部　【説明会】　10:00 ～ 12:00
◆第２部　【個別相談会】　13:00 ～ 16:00
※個別相談は１回１時間以内、継続相談も無料です。
※無料個別相談は、事前予約をお願いいたします。

［お申込み・お問合せ先］
原子力損害賠償・廃炉等支援機構
予約ダイヤル　0120-330-540　※通話料無料
予約受付時間　9:00 ～ 17:00（年中無休）

　みなさまからの情報をお寄せください！
　　■復興ボランティア支援センターやまがた

　　・住所：山形県山形市松山 3 丁目 14 番 69 号（FM 山形ビル 1 階）

　　・TEL：023-674-7311　FAX：023-674-7312

　　・E-Mail：kizuna@yamagata1.jp

　　・開館時間：9:00 ～ 17:00　※土日祝日、年末年始休館

　　・HP：http://kizuna.yamagata1.jp/

お知らせ



納豆餅とぬた餅

レシピ提供 ：
在来作物案内人　鈴木淳子さん

次号は９月16日 発行です

情報提供や寄稿は、

９月２日までに

お寄せ下さい。

お待ちしてまーす！
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い
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（
海
）

団体紹介

　「葉っぱ塾」は “ おとなも子どもも森で遊べ ” をテーマに活動してきた
小さな団体です。
　東日本大震災以降は、被災地への様々なお手伝いも活動の中に入って
きました。それは現在も継続していますが、中でも最も力を入れている
のが、福島の子どもたちやその家族のための週末保養「森の休日」です。
　標高６００ｍのブナの森の中にある宿泊施設「Ａｓａｈｉ自然観」で、
２０１２年５月以降４０回開催しています。のびのびするのは子どもた
ちだけでなく、親御さんたちも日頃のストレスを解消していかれます。

　福島に戻られた元避難者の皆さんも参加くださっています。もし今後福島に戻られるようなことがありました
ら、この取り組みのことを思い出してください。
　この活動には、県内外から多くのボランティア・スタッフが参加しています。また、その経費は助成金に頼らず、
全国の有志の皆さまからの募金で運営しています。いつかお目にかかれることをお待ちしています。

葉　っ　ぱ　塾

お問合せ

はこちら

葉っぱ塾　八木文明
TEL　090-5230-8819　　E-mail  happa-fy@dewa.or.jp　　ブログ　http://blog.livedoor.jp/happajuku/

☆ブログ「鈴木淳子の楽しむ食育」もご覧ください♪　http://ameblo.jp/hanamizuki-junko/

＜材料＞

餅　　　１升（もち米　１.5 ㎏分）

納豆　　２パック

醤油　　お好みで

出し汁　少々

ねぎ　　１／２本

カツオ節　少々

枝豆（さや付）６００ｇ

砂糖　　100g

塩　　　少量

＜作り方＞

①　もち米は洗って、一晩水につける。

②　①のもち米の水気を切って、よく蒸気

　　の上がった蒸し器に入れて、40 分程蒸

　　し、蒸しあがったらついて餅をつく。

③　納豆と刻んだねぎ、カツオブシ、醤油、

　　だし汁をよく混ぜたら、餅を食べやす

　　い大きさに丸めてからめる。

④　枝豆は塩でもんで、熱湯でゆでる。

⑤　枝豆は皮からはじいてすり鉢でよくすりつぶす。

⑥　⑤に砂糖を加えてさらにすりつぶす。塩を加えて合わせたら餅を食べやすい大きさに丸めてからめる。

復興ボランティア
支援センターやまがた

Twitter

http://www.facebook.
com/fvsc.yamagata

http://tsunagarou.net/
　「うぇるかむ」に掲載された今までの記事のすべてと、リアルタイムなおすす

め情報、イベント情報、支援団体情報などを掲載しています。ぜひご覧ください。


